
 

 

 

 
 

特定⾮営利活動法⼈ささしまサポートセンター 
令和 3 年度事業計画書 

１ 事業実施の⽅針 
特定⾮営利活動法⼈ささしまサポートセンターは、野宿者をはじめとする⽣活困窮者がその⼈らしい⽣活

を営めるよう、個々に寄り添いながら医療・⽣活上の⽀援を⾏い、誰もが地域で共に⽣きられ、居場所をも

てるような社会を⽬指して活動することを⽬的として、下記の事業を計画実施する。 

具体的には、本法⼈の定款第５条第１項の事業として、⽣活・医療相談事業、地域⽣活⽀援・居場所づく

り事業、就労⽀援事業、居住⽀援活動事業、啓発・啓蒙事業、その他この法⼈の⽬的を達成するために必要

な事業を実施する。 

２ 事業の実施に関する事項 
(1)特定⾮営利活動に係る事業 

① ⽣活・医療相談事業 
（ア）事業内容 

   野宿者をはじめとする⽣活困窮者の⽣活・医療に関する相談に応じる。本事業は以下の 4 つの活動領域で

構成する。 

①事務所⽣活相談  ②炊き出し相談・巡回相談 ③福祉事務所への同⾏⽀援・植⽥寮訪問 

④無料宿泊所での退所相談  

実施予定⽇時、（ウ）実施予定場所、（エ）従事者の予定⼈数、（オ）受益対象者の範囲及び予定⼈数は以

下の表の通り。 

従事者） 職：専従職員  バ：バイト  ボ：ボランティア 

事業名 事業内容 実施予定⽇時 実施予定場所 従事者 
予定 

対象者数 

①事務所⽣活相談 事務所での⽣活相談・家
計相談の実施 

⽉・⾦： 
９時半〜12 時 
⽔：13〜15 時半 

当法⼈事務所 職 2 名 
ボ 10 名 

相談者延べ 
1600 名 

②炊き出し相談・巡
回相談 

炊き出し会場や河川敷等
への訪問を通じた医療⽣
活相談の実施 

⽊：18:30〜21 時 
第 2 ⽇：9 時半〜11 時半 
第 4 ⼟曜⽇：21:00〜 

炊き出し会場や
公園・河川敷等 
名古屋駅周辺 

ボ 10 名 相談者延べ 
1000 名 

③福祉事務所への同
⾏・植⽥寮訪問 

福祉事務を訪れる際に同
⾏し、⼿続きの⽅法等に
関する相談を実施 

⽉・⾦：9 時半〜12 時半 
 

中村区福祉事務
所 ボ 3 名 相談者延べ 

40 名 

④無料宿泊所での退
所相談 

無料宿泊所（旧船⾒寮）
の利⽤者に対し退所後の
⽣活についての相談を⾏
う 

2021 年１⽉２⽇ 無料宿泊所（旧
船⾒寮） 職員６名 50 名 
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（カ）収⼊⾒込み額 

  2,143 千円 

  （キ）⽀出⾒込み額 

  4,936 千円 （内訳）末尾参照 

② 地域⽣活⽀援・居場所づくり事業 

 （ア）事業内容 

    野宿者をはじめとする⽣活困窮者が居宅での⽣活に移⾏した後、地域で孤⽴することなく健康で⽂化的な

⽣活が営めるよう、事務所もしくは公共施設等で交流会を実施したり、ニュースレターを発⾏したり、アパ

ート訪問活動を⾏う。本事業は以下の 2 つの活動領域で構成する。 

①交流会 ②アパート訪問活動 

（イ）実施予定⽇時、（ウ）実施予定場所、（エ）従事者の予定⼈数、（オ）受益象者の範囲及び予定⼈数は

以下の表の通り。 

事業名 事業内容 
実施予定⽇

時 
実施予定場所 従事者 

予定 

対象者数 

①交流会 
孤⽴防⽌として⾷事会や交流会、
当事者企画（何やろ）、みちくさ
カフェ、オリーブの会を実施 

２回／⽉ 
 

事務所やコミュニティセ
ンター等 ボ 10 名 参加者延べ 

150 名 

②アパート訪問活
動 

居宅⽣活者の孤⽴防⽌、定着⽀援
として、アパート等への訪問を実
施 

20 件／⽉ 
 居宅⽣活者のお宅 ボ 20 名 延べ 

130 名 

（カ）収⼊⾒込み額 

342 千円 

（キ）⽀出⾒込み額 

706 千円 （内訳）末尾参照 

③ 就労⽀援事業 
 （ア）事業内容 

   就労につながるための⽀援を⾏う。本事業は以下の１つの活動領域で構成する。 

①就労準備⽀援 

(イ)実施予定⽇時、（ウ）実施予定場所、（エ）従事者の予定⼈数、（オ）受益対象者の範囲及び予定⼈数は

以下の表の通り。 

 

事業名 事業内容 実施予定⽇時 実施予定場所 従事者 
予定 

対象者数 

①就労準備⽀援 
居宅⽣活者のボラン
ティア活動による 
「お⼿伝い隊」活動や
駄菓⼦屋販売を実施 

お⼿伝い隊：1 回/⽉ 

駄菓⼦：4 回/⽉ 

事務所 

地域社会等 
ボ 20 名 
（当事者） 従事者と同様 



 

 
 

（カ）収⼊⾒込み額 

   35千円 

 （キ）⽀出⾒込み額 

   36 千円 （内訳）末尾参照 

④ 居住⽀援活動事業 

 （ア）事業内容 

   野宿者をはじめとする⽣活困窮者が居宅での⽣活を営めるように住居⽀援を⾏う。 

本事業は以下の２つの活動領域で構成する。 

①中間施設運営 ②名古屋市緊急⼀時宿泊⽀援事業 

（イ）実施予定⽇時、（ウ）実施予定場所、（エ）従事者の予定⼈数、（オ）受益対象者の範囲及び予定⼈は

以下の表の通り。 

事業名 事業内容 
実施予定⽇

時 
実施予定場所 従事者 

予定 

対象者数 

①中間施設運営 
アパート⽣活移⾏を⽀援す
るために 
「ステップハウスみちく
さ」を運営 

通年 中村区内のアパ
ート ボ 6 名 ⼊居者 

３名 

②名古屋市緊急⼀
時宿泊⽀援事業 
 
 

名古屋市仕事・暮らし⾃⽴
サポートセンターが⽀援す
る利⽤者の中で、住居⽀援
が必要と判断された利⽤者
に対して、個室と⾷事提供、
⾒守り⽀援を⾏う。 

宿泊受け⼊
れは⽉~⽇ 
9:00~⒛:00 

名古屋市内で６
部屋のアパート 

職・２名 
パ・１名  

（カ）収⼊⾒込み額 

   7,132 千円 

（キ）⽀出⾒込み額 

   7,380 千円 （内訳）末尾参照 

⑤ 啓発・啓蒙事業 

（ア）事業内容 

   野宿者をはじめとする⽣活困窮者に対する理解を深めるとともに、ボランティアメンバー拡⼤を図るこ

とを⽬的に、市⺠向けの講演会を２回企画、ボランティアにわかりやすいリーフレット作成に取り組み

ます。⽣活困窮者と関わる上で必要な基本的な知識を学ぶ研修を開催しボランティアスタッフのスキル

アップも図る。 

（ア）実施予定 

8 ⽉〜12⽉頃 

（イ）実施予定場所 

 名古屋市内の公共施設および炊き出し相談会場等 SSCの活動現場 



 

 
 

（ウ）従事者の予定⼈数 

 ボランティア 20 名 
（エ）受益対象者の範囲及び予定⼈数 

 ⼀般市⺠ 10〜100 名 
（オ）収⼊⾒込み額 

 70 千円 
（カ）⽀出⾒込み額 

 90 千円 （内訳）末尾参照 
⑥ 障害者の⽇常⽣活及び社会⽣活を総合的に⽀援するための法律に基づく障害福祉サービス事業 
障害者総合⽀援法に基づき、知的障害・発達障害・精神障害・⾝体障害の⽅を対象とした、定員 1５名 
のグループホームを運営します。 

（エ）従事者の予定⼈数 

職員数 9 ⼈ 
（オ）受益対象者の範囲及び予定⼈数 

 １５名 
（カ）収⼊⾒込み額 

 41,620 千円 
（キ）⽀出⾒込み額 

 39,526 千円 （内訳）末尾参照 
⑦ ⼦どもの健全育成を図るための事業 

（ア）事業内容 
 ⽣活保護世帯、ひとり親家庭の中⾼⽣の学習⽀援や居場所づくりを⾏う。⼦どもたちの学び、育つ権利

を保障し、⼦どもたちの⼒を育てていく活動に取り組む。本事業は以下の２つの事業で構成する。 
① 学習⽀援事業“Smyle”（中⾼校⽣の学習⽀援事業）② 居場所”まいまい“（⼦どもの居場所づくり事業） 

（イ）実施予定⽇時、（ウ）実施予定場所、（エ）従事者の予定⼈数、（オ）受益対象者の 
範囲及び予定⼈数は以下の表の通り。 
  

事業名 事業内容 実施予定⽇時 実施予定場所 従事者 予定対象者 

学習⽀援「Smyle」 
 

⽣活保護世帯・ひとり
親等の中⾼⽣を対象
に無料学習会を実施 

毎週 
⽕⽔⽊⾦曜⽇ 
18時〜20 時 

名古屋市内の
公共施設等 
3か所 

バ 43 名 50 名 

居場所「まいまい」 

ひとり親世帯等の⼩
学校 3年⽣〜中学⽣
を対象に無料居場所
を実施 

毎週⽉曜 17 時〜
21 時、第三⼟曜
10 時〜14 時 

当法⼈事務所 パ 6 名 10 名 

 
（カ）収⼊⾒込み額 

   14,992 千円 
 （キ）⽀出⾒込み額 



 

 
 

   14,073 千円 （内訳）末尾参照 
⑨ その他、この法⼈の⽬的を達成するために必要な事業 

本事業は以下の活動領域で構成する。 
アフターフォロー事業「あしたば」 
事業名 事業内容 実施予定⽇ 実施予定場所 従事者 予定対象者 
アフターフォロー事
業「あしたば」 

⼀時保護所退所者向け
の相談⽀援・⽣活⽀援 
⽣活保護受給世帯への
家計相談 

⽉〜⾦曜 福祉事務所等 

居宅生活者のお宅 

 

 

職・パ 
８名 

150世帯 

 
（カ）収⼊⾒込み額 
   32,316 千円  
（キ）⽀出⾒込み額 
   31,871 千円 （内訳）末尾参照 
 
事業別⽀出内訳（単位：円） 

 


